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利
用
し
て
残
そ
う
公
共
交
通

　

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
は
、
通
勤
・
通
学
、
日
常
の

移
動
手
段
と
し
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
さ
ら

に
車
を
運
転
で
き
な
い
交
通
弱

者
が
増
加
し
て
い
く
中
、
地
域
の

公
共
交
通
機
関
を
維
持
・
存
続
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
の
車
社
会
の
進
展
な
ど

に
よ
り
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者

は
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
便
数
が
減
っ
た
り
路
線
の
廃
止

に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
市
内
の
公
共
交
通

機
関
の
維
持
・
存
続
を
図
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
行
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

名
鉄
広
見
線

　

愛
知
県
の
犬
山
駅
か
ら
新
可
児

駅
を
経
由
し
、
御
嵩
駅
ま
で
を
結

ん
で
い
ま
す
。

協
議
を
行
い
、
平
成
21
年
12
月
に

「
名
鉄
広
見
線
活
性
化
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
で
は
、

計
画
期
間
を
平
成
22
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
3
年
間
と
し
、

利
用
者
増
加
の
目
標
数
値
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
、
運
行

費
支
援
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
「
春
里
線
」

　

東
濃
鉄
道
㈱
が
運
行
す
る
路
線

バ
ス
で
、
名
鉄
西
可
児
駅
か
ら
周

辺
の
大
型
団
地
ま
で
往
復
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

長
坂
系
統
、鳩
吹
台
・
緑
系
統
、

愛
岐
ケ
丘
・
光
陽
台
系
統
の
3
系

統
が
あ
り
、平
日
の
運
行
時
間
は
、

午
前
6
時
台
か
ら
午
後
9
時
台
ま

で
で
、
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
時
は

1
時
間
に
最
大
4
便
、
昼
間
は
1

時
間
に
1
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
賃
は
、
距
離
制
で
1
6
0
円

〜
2
3
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
通

勤
・
通
学
に
便
利
な
定
期
券
の
ほ

か
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
路
線
は
、
主
に
朝
夕
の
通

勤
・
通
学
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、利
用
者
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
元
の
自
治
会
長
等

に
よ
る
「
西
可
児
地
域
バ
ス
路
線

活
性
化
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
、

利
用
促
進
の
た
め
に
地
元
住
民
と

し
て
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
つ
き
バ
ス

　

市
の
自
主
運
行
バ
ス
で
、
市
内

を
9
路
線
に
わ
た
っ
て
運
行
し
て

い
ま
す
。
運
行
日
は
路
線
ご
と
に

月
〜
土
、
月
水
金
、
火
木
土
に
分

け
ら
れ
、
1
日
4
便
か
ら
7
便
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
施
設
や
病
院
、
店

舗
等
を
経
由
し
、
主
に
高
齢
者
の

通
院
、
買
い
物
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ダ
イ
ヤ
等
の
詳
細
は
、
市
役
所

と
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
ル
ー

ト
図
・
時
刻
表
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Y
A
O
バ
ス

　

可
児
市
・
八
百
津
町
・
御
嵩
町

の
3
市
町
で
共
同
運
行
す
る
自
主

運
行
バ
ス
で
、
名
鉄
明
智
駅
か
ら

兼
山
地
区
を
経
由
し
、
八
百
津
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
往

復
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
運
行
時
間
は
、
午
前
6

時
台
か
ら
午
後
9
時
台
ま
で
で
、

朝
夕
の
通
勤
・
通
学
時
は
1
時
間

に
最
大
3
便
、
昼
間
は
1
時
間
に

1
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
賃
は
、
距
離
制
で
1
5
0
円

〜
4
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
通

勤
・
通
学
に
便
利
な
定
期
券
の
ほ

か
回
数
券
も
あ
り
ま
す
。

　

主
に
朝
夕
の
通
勤
や
通
学
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
で
予
約
バ
ス

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
今
渡
・
川

合
・
土
田
地
区
に
導
入
さ
れ
る
新

し
い
運
行
方
式
の
バ
ス
で
す
。「
デ

マ
ン
ド
運
行
方
式
」
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
ま
で
の
バ
ス
の
よ
う
に
路
線

上
の
す
べ
て
の
停
留
所
を
定
時
に

巡
回
す
る
の
で
は
な
く
、
事
前
に

電
話
な
ど
で
利
用
の
予
約
を
受
け

付
け
、
予
約
に
従
っ
て
必
要
な
区

間
を
運
行
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
導
入
さ
れ
る
「
電
話
で
予

約
バ
ス
」
は
、
可
児
駅
か
ら
川
合

地
区
・
今
渡
地
区
・
土
田
地
区
を

経
由
し
、
可
児
川
苑
ま
で
往
復
運

行
し
ま
す
。

　

運
行
時
間
は
、
午
前
8
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
で
、
運
行
便
数
は

往
路
9
便
と
復
路
9
便
の
1
日
最

大
で
18
便
（
1
時
間
に
1
便
）
で

す
が
、
予
約
の
な
い
便
は
運
行
し

ま
せ
ん
。

　

車
両
は
、
セ
ダ
ン
型
タ
ク
シ
ー

で
、目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
は
、

乗
降
予
約
の
あ
る
停
留
所
だ
け
を

経
由
し
ま
す
の
で
短
く
な
り
ま
す
。

　

運
賃
は
、
1
乗
車
大
人
（
中
学

生
以
上
）
3
0
0
円
、
障
が
い
者

と
小
人
等
1
5
0
円
、
乳
児
無
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
か
ら
実
施
し
た
実
験
運
行

で
は
、
運
行
区
域
内
の
病
院
や
店

舗
、
可
児
川
苑
で
多
く
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。

 

マ
イ
カ
ー
か
ら

　
　

公
共
交
通
利
用
へ

　

マ
イ
カ
ー
で
の
移
動
は
自
由
で

快
適
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道
路
の

渋
滞
や
二
酸
化
炭
素
排
出
の
環
境

問
題
に
繋
が
る
側
面
も
持
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
公
共
交
通
機
関
は
、
環

境
に
や
さ
し
く
利
用
者
の
健
康
に

公
共
交
通
機
関
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
移
動
手
段
で
す
。

皆
さ
ん
の
日
常
の
移
動
が
、
少
し
で
も
公
共
交
通
機
関
の
移
動
に
転
換
で
き
な
い
か

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
日
は
午
前
5
時
台
か
ら
午
後
11

時
台
ま
で
便
が
あ
り
、
朝
の
通

勤
・
通
学
時
は
1
時
間
に
最
大
6

本
、
昼
間
は
2
本
か
ら
4
本
の
便

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
路
線
は
名
古
屋
方
面
へ
の

通
勤
・
通
学
手
段
と
し
て
重
要
な

路
線
で
す
が
、
新
可
児
〜
御
嵩
駅

間
の
利
用
者
の
減
少
と
収
支
の
悪

化
に
よ
り
、
名
古
屋
鉄
道
㈱
単
独

で
の
路
線
維
持
は
困
難
と
す
る
申

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
沿
線
市
町
で
は

平
成
20
年
5
月
に
名
鉄
広
見
線

（
新
可
児
駅
〜
御
嵩
駅
）
対
策
協

議
会
を
設
立
し
、
利
用
実
態
や
意

識
に
つ
い
て
の
調
査
や
対
応
策
の

も
つ
な
が
る
移
動
手
段
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
こ
と
を
参
考

に
、
皆
さ
ん
の
日
常
の
移
動
手
段

が
、
少
し
で
も
公
共
交
通
機
関
の

利
用
に
転
換
で
き
な
い
か
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
が
公

共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
そ
の
維
持
・
存
続
に
繋
が
り

ま
す
。

車
に
頼
り
す
ぎ
な
い

エ
コ
な
暮
ら
し
を
。

み
ん
な
で
乗
ろ
う
。

公
共
交
通
！

　

問
合
先　
　

総
合
政
策
課

車
に
頼
り
す
ぎ
な
い
エ
コ
な
暮
ら
し
を


